
平成 29年度 「主体的・対話的で深い学び」の授業実践例 

小学校 6 年家庭科  

「洗濯は必要!!手洗いは必要!?～洗濯と環境と私～」（5 時間扱い）  

 C 快適な衣服と住まい (1) イ，身近な消費生活と環境 (2) 

（ 次期学習指導要領からは，B 衣食住の生活 (4) ア（イ），イ ）  

                                  授業者  安達  聡子  

実践のポイント 

便利で快適な生活を目指す時，環境保全との間で生じるジレンマがあります。今回の実践では，そのジレン

マを家庭生活で日々行われている「洗濯」を通して考えることで，適切な洗濯の仕方やよりよい生活について

も考えていけるようにしました。 

家庭科は，子供たちが自分の生活を見つめることが大切です。実践のポイントは，子供たちが自分の家庭生

活を見つめ直すきっかけとなる切り口です。時にはクリティカルに，時には葛藤することができるような話題

提示を心がけました。そうすることで，子供は課題を明確にし，学習に見通しをもって主体的に考え，必要感

をもって他者と対話をしようとします。このことが，深い学びにつながると考えたからです。 

私たちの行動は，社会とつながっています。それを実感することで，「自分にもできることがある」とい

う，家庭生活を営む一人として，よりよい生活を考え，目指すという姿に結びつくことを願って，授業を構成

しました。 

授業のねらいと展開 

本題材では，日々繰り返し行われている洗濯に目を向け，洗濯の必要性や環境に配慮した洗濯の仕方につい

て調べたり実践したりする活動を通して，現代における手洗いの必要性について考えるとともに，洗濯の仕方

を理解し，適切にできることを目指しています。 

このねらいに向けて以下のような題材構想を考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 題材における学びの文脈のイメージ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの生活では，洗濯機による洗濯が主流です。洗剤や洗濯機の商品開発が進み，衣服や汚れに合わせた

洗濯がコース選択で可能になっています。そのため，家庭において手洗い洗濯を施す頻度は減っています。し

かし，数年後，部活動の遠征でユニフォームを洗うことや万一の災害時に衣服を洗い，できるかぎり衛生的に

暮らすことを考えると，手洗いでの洗濯の仕方を身に付けておくことは必要です。また，今回は手洗い洗濯の

仕方だけでなく，洗濯によって生まれる環境問題などに目を向けながら，学習を展開することとしました。

様々な資料をもとに洗濯と環境について考えることや実践を通して，手洗い洗濯のよさや必要性に気付かせて

いきたいと考えたからです。そのために，現代の手洗いにおける洗濯の状況や洗濯をすることで生まれる環境

問題などについての資料を提示し，子供たちが自分の生活を様々な視点から見つめ直すことができるよう，問

題提起をしていくことを大切に題材を構想したり，学習活動を工夫したりしました。そうすることで，洗濯の

知識や技能だけでなく，環境に目を向けながら家庭生活をより快適にしていくにはどうすべきか考える力や，

それらと折り合いを付けながら生活をしていく心情をも育んでいくことができると考えたからです。 

実践のここに注目！  

 視点１：資質・能力の育成を支える「学びの文脈」 

本題材において目指す，「資質・能力」を身に付けた子供の姿は次の通りです。 

・ 洗濯と環境との関連を健康・快適・安全，持続可能な社会の構築など，様々な角度から見つめ，どうす

ることがよりよいのかを考えることができる。 

・ 学んだことを基に，汚れや洗うものに合わせた洗剤や洗濯方法で洗濯をすることができる。  

・ 洗濯について調べたことや手洗いの実践を通して，手洗いの必要性について根拠を明確にして説  

 明することができる。 

図２ 本実践における題材のグランドデザイン 

 



これらの姿を想定し，子供が目的意識・必要感をもって，主体的に学ぶことができるように，題材を貫く課

題を設定し，学びの文脈に沿った学習を展開しました。ここでは，具体的な学習の流れを紹介します。 

 

  

 

 導入場面で，洗濯機の写真

を基に，自分の家の様子を交

流しました。左の写真にもあ

るように，洗濯機の売り上げ

や環境に与える影響，安価に

手に入る洋服に関する資料を

立て続けに提示し，洗濯の必

要性について問いかけまし

た。（以下資料提示や教師の

発問については視点２をご参照下さい）子供たちは，５年生での消費者教育で学んだことや，生活経験，環境

に関する知識を活用して洗濯をしながら繰り返し衣服を着ることのよさなど，洗濯に対する自分の考えを出し

合いました。 

その結果，「気に入った服も大事に着たい」「環境にもいい洗濯の仕方があるんじゃないかな」という結論

に至りました。そこで，「服にも環境にもよい洗濯はあるのか？」という題材を貫く課題を設定し，「衣服

編」と「環境編」に分け，一つずつ解決していくという見通しをもちました。 

 

 

前時の学習で，洗濯でどれ

位の汚水が出るのか，また，

衣服を使い捨てで着た場合の

ことを考え，燃やせるゴミの

処分にどれくらいの費用がか

かっているかが知りたいとい

う声が出たので，資料を提示

しました。汚水については水

量よりも処理にかかる費用を

計算した方が，子供たちにとって洗濯と環境とのつながりを実感できたようです。本時は，課題の「衣服に優

しい洗濯編」です。昨年，洗濯表示が国際基準になりました。そのこともふまえて，洗濯表示の役割について

考えたり，環境との関わりに触れながら話し合ったりしました。子供たちは，「洗濯表示を守って洗うと，服

も長持ちするし，ゴミも減るのでは。」「水も洗剤も無駄なく使えそうだ。」「洗濯表示と環境のことをもっ

と考えてみたくなった。」など，本時の学びを振り返る姿が見られました。 

 

 

 

次は，洗濯と環境につ

いて考える学習です。こ

こでは，洗濯洗剤につい

て扱いました。洗濯によ

る環境被害の写真で導入

し，合成洗剤と石けん洗

剤についての資料を提示

し，「水にとって本当に

図３ 第 1時間目の板書 

図４ 第２時間目の板書 

図５ 第 3時間目の板書 



よいのはどれなのだろう」という投げかけをしました。 

子供たちは，用意した３種類の実物の洗剤のパッケージや補足資料から必要な情報を読み取り，これまでの

学習や生活経験などを関連づけながら自分の考えを明確にしていきました。「自然の力できれいになる洗濯せ

っけんがいいのではないか。」という意見と「合成洗剤であっても，洗剤を使いすぎることなく汚す水の量を

減らすことが水にはよいのではないか。」という意見がでてきました。この授業は，消費者教育に関わるとこ

ろでもあります。それぞれが，５年生で行った「目指せ 買い物名人」での学習や，これまでの生活で培った

自分の価値観をもって考えていきました。全体での交流の中で，「水のことだけを考えたら，せっけんかもし

れない。」「でも，洗濯は毎日するし，汚れを落とす効果も大事だよね。」というつぶやきが出てきました。

どの洗剤を使うにしても，「使いすぎない」ということが大切だということに子供たちは気付いていきまし

た。 

 

              ４・５時間目は，これまでの学習を生かして衣服にも環境にも優しい洗濯を実

践します。子供たちは，それぞれ持参した洗濯物を洗いますが，これまでの学習

を振り返るほかに，洗濯機での洗濯にかかる時間や工程を確認しました。一人一 

枚，各自持参した物を洗います。某家電メーカーの洗濯機，お急ぎコースの１０分を目処に実践することを提

示しました。そのことが，洗剤や水の使いすぎを防ぐという意識を高めることにも繋がると考えたからです。

洗剤をしっかりすすぐことは，衣服のためには必要であり，水を使いすぎないためにも洗剤は最小限にしよう

とする子供たちの姿が見られました。水と洗剤の量をきっちり量る。一見手間のようですが，どの子も時間内

にすっきりきれいに洗い終えることができました。「１枚や２枚だったら，手洗いでも簡単にできるね。」

と，体験を通して手洗いのよさを実感することができていました。（授業者，猛烈に子供たちと関わっていた

ため，写真はありません。笑）                   

視点２：「主体的・対話的で深い学び」を保障する手立て                   

【手立て１】多面的に問題を見つめ，学習の見通しをもつことができるような資料提示 

まず，子供たちが普段何気なく見ている洗濯のことを様々な視点で見つめることができるような資料を提示

しました。各家庭における洗濯機の種類や効果，手洗いの必要性について考えるきっかけとなりそうな資料提

示です。そうすることで，子供は，洗濯について自分が知っていることと，事実との違い等に気付き，新たな

疑問や知りたいという思いをもつことができました。また，環境に配慮した洗濯の仕方や衣服に合った洗濯の

仕方に目を向けることができるような，洗濯表示や洗剤など具体的な資料提示も行いました。資料を活用した

導入や授業の展開期での資料提示の仕方を工夫することで，子供の主体的な学びを支え，家庭生活を支える仕

事と自分，環境との関わりに気付き，学習の本質にも迫っていくことができると考えました。 

 「環境にも服にもよい洗濯はあるのか？」という題材を貫く課題

に対して，子供たちに節水・時短効果の左の資料を提示しました。

そこから，子供たちは，水の量の節約や，時短による電気代の節約

などを読み取り，洗濯機の種類に応じた長所と短所に目を向け，洗

濯と環境の関係について考察しました。                                                                      

 また，洗剤が環境に与える影響を学習した後に，洗剤濃度と洗浄

力のグラフを提示しました。このグラフから子供たちは，ある一定

の量からは，洗剤を多くしても洗浄力は変わらないことを読み取り

ました。そこから，洗剤量を多くすることは，洗浄力が変わらない

だけでなく，それだけすすぎの時間やすすぎに使う水の量が増え，

さらに環境に悪影響を与えることを考察しました。そこから，水を

汚さない洗剤はないのか，環境に優しい洗濯はどうしたらできるの

かという新たな疑問をもち，さらに学び続けていくことになったの

です。 
図６ 提示した資料の一例 



【手立て２】多様な考えを共有し，自分の価値観を明確にできるような場の設定と対話 

生活の営みに係るすべてのことは答えが一つではありません。だからこそ，私たちは自分の生活を見つめ何

をどのようにするのがよりよいのかを考えることが大切です。そこで，この学習では，子供たちが，自分の家

庭の洗濯の様子や知っていることや調べたことなどの情報を共有したり，学習しながら形成してきた友達の考

えと自分の考えを交流したりすることができる場を多く設定しました。また，自分の考えを明確にするには，

物事を多面的に見つめた情報や様々な考えを基にした深い思考が必要だと考え，グループによる学びの場や子

供の思考をゆさぶったり問い返したりする教師の言葉がけで，子供たちの深い思考を促しました。その積み重

ねにより，自分の価値観を明確にし，さらには，自分の新しい価値観を生み出しながら学ぶ姿が見られまし

た。ここでは，その一例を紹介します。 

 子供がもった考えに対して，

根拠を明確にしたり，自分の考

えをしっかりもたせたりするた

めに左のように言葉がけをしま

した。そうすることで，子供

は，二つの洗剤を改めて比較

し，自分の考えを明確にしよう

とし始めました。この教師の働

きかけは，子供の考えているこ

とを整理しつつ，より深く考え

たり，次の学びへの課題意識を

より深くしたりするための働き

かけです。 

 

 

 

子供が結論づけに悩んでいる

場面において，左のように言葉

がけをしました。そうすること

で，子供は，自分たちの考えを

より確かなものにするために，

いろいろな人の情報（考え）が

知りたくなり，友達の意見を聞

きに行ってより深く考えまし

た。この教師の働きかけは，子

供の悩んでいる原因を明らかに

し，他者の考えや価値観に触れ

させることで，自分たちの考え

をより広げたり深めたりするた

めの働きかけです。 

 

 

 

図７ 子供の思考を促すための働きかけ その１ 

図８ 子供の思考を促すための働きかけ その２ 



【手立て３】「見えないところを見る」ための道具として ICTを活用する 

家庭生活を支える仕事の多くは，子供たちが日中学校にいる時間や放課後の習い事の時間に済まされてお

り，わかっているようでわかっていないことが多いものです。ですから，実際の物を見たり，メカニズムを知

るために，映像教材を活用したりすることが有効です。そこで，ICTを活用し普段見ることができない洗濯の

様子を見たり，汚れの落ち方などの洗濯の仕組みを知ったりする学習を位置付けました。そうすることで，

「うちはどうなっているのかな？」「だから～だったんだ。」と自分の生活を見つめ直したり，「もしかする

と～した方が本当によりよいのではないか。」など，自分の考えを何度も問い直したりする子供の姿が見られ

ました。家庭科の視聴覚教材として，洗剤メーカーなどに問い合わせると，授業に効果的な教材を提供してく

れるので，ぜひ活用してみてください。 

 

授業者からのコメント  

家庭科の学習を通して深く思考する子供を育てる   

「部活動の遠征先でユニフォームを自分で洗うことがあるだろうな。」「バックパック 1つで旅に出て，こ

まめに衣服を洗う子もたくましい。」「災害時，電気が無い環境にあっても，自分で汚れた服を洗って強く生

きてほしい。」「遊んで汚してしまった制服を，怒られる前にこっそり洗うのも自立だね。」「ワイシャツの

襟の汚れを手洗いしてから洗濯する子がいたらうれしい。」「台所用ふきんを毎日洗って清潔に使うことがで

きるようになったら素敵だね。」 

このように，私たちは日々，「こんな実践的な態度や実践力を身に付けた子供を育てることができたらいい

な」と家庭科の授業づくりをしながら，数年後の子供たちの姿を想像しています。こうした時間は，とても楽

しく夢のある時間です。 

 そして，こうした時間の中で最終的にいつも行き着くのは，「子供が直面する課題に対して，深く思考し，

自分の意志で判断して，実践できるように育てていきたい」という思いや願いです。そのためには，「子供が

日常の家庭生活を意識したり，家庭生活での経験を基にさらに深く知ったり考えたりしながら自分が家族の一

員であることを実感する授業」で在りたいと考えます。 

家庭科は教科そのものに実践的・体験的な活動を通して学ぶという特質があります。家庭科の目標の「生活

をよりよくしようと工夫する資質・能力の育成」に向かうためには，この特質をなしにしての学びはありえま

せん。加えて，子供が課題に対して深く思考し，自分の考えをもって，実践していくことで，資質・能力はよ

り高まると考えます。そして，「活動がアクティブなだけではなく，頭の中をアクティブにすること」が大切

だと常々考えています。 

 これらのことから，新学習指導要領における学びを具現化するために，家庭科の学習を通して子供に「深く

思考させる」ことに重点を置いて研究を進めることにしました。今後は，「葛藤場面の設定」「子供が抱いて

いる常識を覆すような話題提示」など，子供が必要感をもって深く思考する学習をさらに構想していきたいと

考えます。 

  

  


